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色彩調和以前の調和

　 フ ァ ッ シ ョ ン という用語の 意味は い ささか広 いが 、

こ こ で は洋装で の 「（流行の ）衣服」と い うことに限

定させていただき、稿を進める こ と にしたい。

　 フ ァ ッ シ ョ ン は 「第二 の皮膚 （Second 　Skin）」 と

言 わ れ る ほ どに身 体 に密着 し てお り、肉体的およ び

心理的側面 の両者に於い て 、個人 の 快と ア イデ ン テ

ィ テ ィ 形成とに深 く関わ っ て い る 。 フ ァ ッ シ ョ ン と

は その意味 で 極め て 主観に 富んだ対象物で あると言

える。

　 フ ァ ッ シ ョ ンの調和感 を構成する際に重要 なもの

は、デザ イン 要素以 前 に、個人あ る い は拡大 すれ ば

社会 にま で 広が る よ うな 、調 和 に対す る一
橦 の主観

性 、つ ま D それを作 り出す 、ある い は着用す る人や

組織の 意志 ・意図が重視される点 で あろ う。

　 そ の 意志や意図は 、よ く 「個性」 と訳され る n し

か し、個性 とい うL 何か異質性 を前提 と した よ うな

語感の ものではな く、も っ と正確を期すな らば、「自

身の （あ る い は組 織の ）ア イデ ン テ ィ テ ィ の確保 を

目指す心」というべ きで あろ う。
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とあ るよ うに、「全体 を構成す る 要素

の心地 よ い組み合わせ 」である。

　 フ ァ ッ シ ョ ン に つ い ても同様に、デザ イン 要素の

検 討以前の 問題として 、表 現 し た い 全体構成が調和

感 の 鍵を握 っ てい る、，そ して 、この全体性 とは フ ァ

ッ シ ョ ン の 着 用 者の ア イデ ン テ ィ テ ィ の 確保に他 な

らない。

　その アイデ ン テ ィテ ィ の確保 に向か っ て、さまざま

な デザイ ン要 素を心地よい 組み合わせ として創 り上げ

て いくこと。これがフ ァ ッ シ ョ ン の 調和感となる。

　色彩は情動性が 強い だ けに、そ れ らの デザイ ン 要

L−

一

．　 ．
．

　
一一

　 111
’
　　

一

素の 中で 重要なパー
トの 1つ で はある n が、それ単

独では こ の全体性は 構築 しぎれない のである。

］ 29B 「

フ ァ ッ シ ョ ン におけ る今 日的ア イデンテ ィ テ ィ と色

の意味

　 フ ァ ッ シ ョ ン おける色彩 調和を考える とき、前項

で 触れた 「アイ デ ン テ ィ テ ィ」をいかに表現するか、

そ れ が調 和そ の も の の根 幹を左 右す る こ と にな る 。

それは表層的 に色 を組み合わ せ て いくと い う単純な

作業ではなく、「色の持つ今日的な意味」を、ひ とつ

の アイデ ン テ ィ テ ィ 構築に向か っ て組み立 て て い く

作業であ る。その 作業の 中で は、あ る 色の 意味は ア

イ デ ン テ ィ テ ィ 構築 と い う全体構成が持つ 文脈によ

っ て いかよ うに で も変質す る。分か りやす く言え ば、

物理的には 同 じ白 で も 清楚 な白も あれば、卑猥な 臼

もあるの である 。

こ う し た 色の持つ 意味こ そ が、調和感 の 源となる 。

　人 間 は優れた感受性を持 つ も の で 、あ る刺激に対

して 五 感の 共感覚 を生 じ る 。 そ う した感覚 レベ ル で

の経験をそれ に付随 する記憶 と共 に積み重 ねること

に よ っ て 、さ ら に 広 い 意昧連 合の 中で抽象概 念か ら

具体物、感覚ま で もが連なりを持つ の で あ る。

　意味とは、そ れ らの 連な り が編み 上げる
一

種の 心

理的ネ ッ トで あ る 。色が 与 え る広範な意味が 、フ ァ

ッ シ ョ ン を構築 して い る他の 要 素 の意 味、例 え ば、

フ ァ ッ シ ョ ン の 創造 者 （あ る い は 着用 者 ）の 意 志 、

素材、形、と い
．
⊃ た デザ イ ン の要素 、着用者の 所作

な どと整合 して初め て 我々 は心 地よ さ や 、よ き調和

を感 じる の で ある 。

　こうした現実的な調和を得る ため には、色彩 は他

の 多くの構成要 素と、意味上で の整合性 を持つ こ と

が調 和の基本となる 。 要 は表現される 「全体が 目指

す 文脈」 に色の 意味が沿 っ ている こ とである 。 しか
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し、調和の構成要素の 1つ で ある色が全体の文脈に沿

う と い うの は、極めて 素直な調和表現 で ある。

　フ ァ ッ シ ョ ン に お け る調和の醍醐味の
一

つ は、そ

の素直さか ら脱却 し、既存 概念を破壊し、異なる色

の 意味を生み 出 して い くこ とにもある 。 アヴ ァ ンギ

ャ ル ドな表現、ミ ス マ ッ チ の 提案な どと言われる も

の がそれ にあたる 。 それ らの慣習的で ない表現 の 当

初の支持者は少数の変わ り者であ る 。 しか し、それ

がやがて
一

般化する こ とも多々 あ る 。

　フ ァ ッ シ ョ ン における 調和感 は、いか に調 和論に

沿 わない ようにする かとでも受け取れ るような、一

種 天 の 邪鬼な表現視点 がある 。 そ れが 、フ ァ ッ シ ョ

ン の色彩調 和を魅力ある もの に して いる と同時に複

雑 に も し て い る 。そ の よ うな 表現 が現れ る所以 は、

フ ァ ッ シ ョ ン とい う対象物がそれ だけ矛盾 に満 ち た

人 の 内面 と 直結 して いるため で あろう。

意味表現の志向性と色 彩

　フ ァ ッ シ ョ ン における調和感の 発生源 が我々 のア

イデ ィ テ ィ テ ィ の確保にあ る こ と を前提 とすれ 1ま、

その最終 表現 は、人によ っ て当然異 なる ことになる。

した が っ て 、フ ァ ッ シ ョ ン に お け る 調 和 は、着用者

の 数 だけ存在する とい うの が本当の とこ ろ だろ う。

ただ、そう言 っ て しま っ ては稿が継げな い の で 、今

日的な フ ァ ッ シ ョ ン の 全体構成の 現 れを、表現 の志

向 とい う視点か ら見 て 、今日支配的な、  安定
・
安

心 志向 、  健全 ・健康志向、  機能
・効率志向、 

破壊 ・逃避志向、の 4 カテゴ リーを取 り 上げ、その意

味と色彩および調和の特徴を考え て みたい。

  安定 ・安心志向と色彩

　安定 し た 日常 、落 ち着 い た 心 を 目 指 す志向である 。

い わゆ る 「癒 し」感覚や 「リラ クゼーシ ョ ン」を求

める志向も こ の カテ ゴリ
ー

に入る 。 こ の志向は、特

に 1970 年 代以 降顕著 にな っ た 。その背景 に は、人

間的余 裕 を欠 いた社会状況が強ま っ た ところ に端を

発 して い る 。

　こ の志 向で は 、親近性 、見慣 れ感の表現も重要で 、

いわゆるレ トロ ス ペ クテ ィ ブ （回顧趣味）、伝統 （ト

ラ デ ィ シ ョ ナル）、古典的 （クラ シ ッ ク）な ど、過去

の良 き時代を志向するも のも含まれよ う 。 色彩調和

の前提となるものは以下 のよ うな、い く つ かの モチ

ー
フ に依る もの となる。

（1）自然素材

L 　　 　　　　　　　　　 　　　　　　．一　　　　 一　 　　　　　　　　一

　筆 者 らが行 っ た色のイメ
ージ調査で は、安定

・落

ち 着き を意 味す る色領域は、中間色 、濁色、暗色と

な り、特に茶系に こ の意味合いが強 く抱かれている 。

　実際の フ ァ ッ シ ョ ン に於い て も、ベ ー
ジ ュ 系か ら

オ
ー

カ
ー

を経 て ダ
ー

クプラ ウ ン に至 る色域が中心 と

なる。こ れ らの色域 は、未漂臼の 自然繊維 や皮革 ・

毛 皮、木材、土の色などの 自然 素材色に 顕著な 色域

で あ る。

　色の意 味は 、我々 が見て きた事 物に大 きな影響を

受ける ことは当然だが 、こ れ らの 自然素材色は長い

年月の 中で前記のよ うな経年変化 をた ど る も の が多

く、そ の 記憶が色の意味に直結 して い るもの と思 わ

れる 。

　表層 的な色彩の表現形式 で は 、同系色相 による濃

淡配色が主体になる。また、自然感を表現する上 で 、

色相の 自然連鎖を守 っ た配色形式も 重視される。

〔2） レ トロ ス ペ ク テ ィ ブ

　 フ ァ ッ シ ョ ン に於いては 、レ トロ 志向は頻緊 に現

れる モ チ
ー

フの
一

つ であるが、その本質は 、過 去の

良 き時代 の持 つ 安心感や精神的な安堵 感に あ る 、こ

の志向に お け る色 彩は時代 の拠 D所 に より
一

定で は

ない が、近年で は、1950 年代〜］970 年 代が よく

便わ れる 。 た だ し、こ れ らは色 彩のみ では表現 しき

れず 、主に柄や形態 と
一

体 と な っ て 初め て 成立する

もの で ある。

　 柄と の 関連 で 言 え ば、 1950 年代調で は 、水 玉 、

小花柄 、曲線的抽象柄 を主 に低彩度明色で 使 うもの

な どが、 1960 年代 では、ポ ッ プ ア
ー

トや抽 象的幾

何柄 を用い 、Eヨ黒使い や原色調のオ レ ン ジ、ラ イ ム

ク
．
リ
ー

ン 、イ エ ロ
ー

な どの 高彩度色 が、 1970 年 代

調 で は 、チ ェ ッ ク や草木柄を用い、主 に茶系 や緑系

による色相統
一型の柄使い が主体となる 。

　 古さ を表現す る手 法 と して 、使い 古 した退 色感 、

洗い 落 と したイ メ
ージなどが必要になる ことも多い 。

また 、モチ
ーフ に よ り色相は

一
定 ではない の で 、使

用される色域 と して は、高明中彩度色 、中明低彩 度

色が主体とな る。

　 配色の形式は、色調統
一

型が一般的である。

（3 ）伝統 ・古典志向

　 こ の志向は、フ ァ ッ シ ョ ン に あ りがち な変化を志

向す るもので はなく、む しろ変わ らない こ とが重要

な志向で ある n いわ ゆる人生儀礼、儀式の中で使 用

さ れる色彩 が多用 さ れ る 、また 、特に紳士衣料で は 、

正統と される英国伝 統色も重要な色彩で あ る。色彩

」2991 ．一一一
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の 意味内容と して は 、む しろ個性を 積極的に失 い、

匿名性の 中 に埋没 し、他との協調性を得る こ とによ

．

っ て 、自 己 を安定 させる も の と 言 える。色 と して は、

濃 紺、黒 灰色、ベ ージ ュ 、赤、白が代表格 で あ る

が、洋装伝統色と しては さらにダー
クク

’
リ
ー

ン 、ブ

ラ ウン 、ゴー
ル ド、ワインが挙げられる 。

  健全 ・健康志向

　 この志向は、社会状況 が逆に 不健全にな り、その

不健全感 を払拭した いとす る意識か ら生ま れた志向

であ る。］980 年代 の 初期〜中期に台頭 し、現在 で

も重要 な志向で ある。

　健全 ・健康感 は、精神的な もの と、肉体的な もの

とに分 けられる 。

（1）精神的な健全
・
健康感

　精神の健全性を表現 する志向で 、清 浄性、純粋性、

慈愛、積極性などを象徴する色群が多用され る。色

域で は、白、高明度色 、高彩度色が主体で 、い わゆ

る清色系による調和形式が
一

般的である。

（2 ）肉体的な健全 ・健康感

　肉体的な健康感 を強 調する色域お よび配色形 式 と

して は、高明度色、高彩 度色 による配色、また 、単

色の 動感を強め る意図で 、白お よび黒と前記の 色域

を使 っ た明度対比、彩度対比 の 形式 が多用される 。

　精神、肉体の いずれに しても、健全 感は、暗さよ

り も明る さを、汚濁感 よ りも清澄感を持つ 色域が主

体となる 。

  機能 ・効率志向

　肉体的な 動き易さ、衣服と しての 使い回 しの良さ

（コ
ー

デ ィ ネ
ー

トの容 易さ や、場面 を選 ば な い こと）

を追求する志向で ある 。

　肉体の 動き に追従す る と い う点 で は、色彩 よ りも

む しろ、スタイ リン グと素材に よ ると こ ろが大 ぎ い 。

　色 としては、TPO を選ばない色と して 、いわゆる

無難な色と言われる、灰色、紺色、臼、黒、べ 一
ジ ュ

などが こ の種のカテ ゴリ
ー

に多く使用され て い る。

　無駄 を省くとい う視点 か らも 、多色使 いは行わず 、

単品内で は単色使い が主体となる。

．  破壊 ・
逃避志向

　社会体制へ の 反発 ・抵抗、あるいは 、現実か らの

逃避 ・非日常性 を志向するカテ ゴ リー
である。前者

は社 会的なア イ デ ン テ ィ テ ィが確立 され て い ないと

感 じ る 若年層 に顕著で、いわゆるパ ン クフ ァ ッ シ ョ

．一 」 300

ン が これにあたる。

　 他者 へ の威嚇、暴力的メ ッ セ
ー

ジに溢れた デザイ

ン 処理 がな さ れ る が 、色 と して この文脈 に沿 うも の

と して は、黒と赤 、お よび武器を連想さ せ る シ ル バ

ー
等の金属色が挙げられる。

　
一

方、逃避志向 の 現 れ と して は、刹那志向、異国

志向、退 行志向が挙げ られる 。 具 体的な 表現と して

は、超セ クシール ッ ク、エ ス ニ ッ クル ッ ク、チャ イ

ル ドル ッ クな どと して現れる。

　 セ クシ
ー

ル ッ ク とい う文脈で は 、透 け感を持 つ 黒

および白、紫お よび紫み を帯びた赤系の 明色か ら農

色が代表的な色域 とな る 。 また 、セ クシーさの表現

と い う点で 、素材感や柄使い に、し なやか で 透 ける

素材 、曲線的フ ォ ル ムが多用される ことは 容易に想

像がつ く だろ う。

　エ ス ニ ッ クル ッ ク と い う文脈では 、エ ス ニ ッ クの

源 とな る異教徒性をイ ン ド、東南ア ジ ア 、中央ア ジ

ア 、日本 、中国、中近 索 、ア フ リカ 、中 南米な ど、

どの文化圏に採るか で 色は
一

定 で はない が 、一
般的

には、自然染料に よ る見栄え 、素朴性を狙 っ た も の

と して 、中明中彩度を主体と した色調支配型の 配色

形式が採 られ る場 合が多い 。 また、ア ジ ア 文化圏を

対象と したもの で は、その 文化 圏の 色使 い に中差色

相の 配色が多い ため 、中差色相使いの デザ イ ン も多

用される。

　また、素朴さの表現 とい う意味で 、素材感 に目の

粗い短繊維系 素材を使 っ たものが多 くなる。

　チ ャ イル ドル ックとい う文脈では、い わゆる ガー

リ ッ シ ュ （91rlrsh）調、ロ リ コ ン 調などと言われ るも の

とな る。幼さ、可 愛 らしさ 、無垢な イメ
ー

ジを表現

する上 で、明清色系列の色が主体となる 。

色の 調和は意昧の調和で ある

　 フ ァ ッ シ ョ ン の色使 いを分析 し、その中か ら色彩

調和論の 多くが提唱する 「統一
の要素と変化の要素

とのバ ラ ン ス 感覚」、「色 空 間内での色 の 幾何学的位

置 関係」、「色相互 の視寛的な安定性」、「色の見價れ

による親近性」、「色相や色調 による統一性」な どを

抽出する ことはたやすい。そ の 意味で は、フ ァ ッ シ

ョ ン の 色彩調 和 の 形式は、一
部のア ヴ ァ ンギ ャ ル ド

な表現 を除け ば、先達の 色彩調 和論 か ら大き く逸脱

するも の ではない。

　しか し、だからとい っ て 、色彩調和 の原則を守れ

ば、調 和が得 られる と い うわ け で はない 。 とい うの

1
−
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は、フ ァ ッ シ ョ ン を構築す る際に 重要に 視点は 、色

彩以前の全体性の構築であ り、色はそ の全体性が表

出しよ うとす る意味を補強 ・補完する媒体であ るか

らだ 。

　全体性に整 合する色の持つ 意味を考えない調和は

フ ァ ッ シ ョ ンにお い ては 「仏作 っ て魂 入れず」のよ

うなもの で ある。そ れは主観性の ない つ まらないも

のや、TPO に沿わない 突飛なものにな っ て しまう。

　フ ァ ッ シ ョ ン に於 いての色彩調和は、色 そのもの

よ りも 、色の裏にある意味を全体性に沿 っ ていか に

コ ン トロ ールするかにある 。 そ こ にこそフ ァ ッ シ ョ

ンの色彩調和の本質が宿 っ て い る。

1．安定 ・安心志向に見られる色彩例

（1）自然素材志向と色彩

貯鬮圏
（2 ）レ トロ志向 と色彩

1950年代調

蠶翻魍 韈
1960年代調

圏驪驪鬮
1970年代調

圏圏圏
（3）伝統志向

圏

DKNY 　2001AW 　NY

Hourg）ess2001AW
　NY

NY 　Based2001AWNY

3．機能 ・効率志向

驪獵

4 ．破壊 ・逃避志向

パ ン クフ ァ ッ シ ョ ンの色 彩 例

Narciso　Rod 而guez
2001AW 　NY

民族胴の 色彩例

闘圏鬮鬮
セ クシ

ール ッ ク の 色彩例

驥 驪鸚
CaMn 　Ktein　Coll  tion

2001SSNY

写真提供　株式会 社 フ ァ ッ シ ョ ンブ レ ーン

2 ．健全 ・健康志向

（1 ）精押的健全感

、 、． 靉i蠹…
（2）肉体的健全感

嬲

CyrTthia　Rowley
2001AWNY

Custe 　Barcelo冂a
2001　SS　NY
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